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午
後
一
つ
目
の
目
的
地
は
、
生
涯

作
曲
数
二
千
四
百
曲
を
超
え
、
戦
後

昭
和
の
日
本
歌
謡
史
を
代
表
す
る
作

曲
家
「
吉
田
正
音
楽
記
念
館
」
で
す
。

　

ス
タ
ー
達
の
写
真
や
関
係
資
料
が

数
多
く
展
示
さ
れ
る
記
念
館
の
太
平

洋
が
一
望
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
で
い
た

だ
い
た
コ
ー
ヒ
ー
は
格
別
の
味
が
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
次
に
向
か
っ
た
今
回
最
終

の
目
的
地
、
北
茨
城
市
歴
史
民
俗
資

料
館
「
野
口
雨
情
記
念
館
」
で
は
、

童
謡
「
赤
い
靴
」
や
「
七
つ
の
子
」

民
謡
「
磯
原
節
」
等
、
詩
人
野
口
雨

情
自
筆
の
詩
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
入
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー

に
は
男
の
子
と
女
の
子
の
銅
像
が
有

り
、
セ
ン
サ
ー
が
感
知
す
る
と
童
謡

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
の
曲
が
流
れ
両
側

か
ら
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
た
く
さ
ん
出
て

き
て
思
わ
ず
童
心
に
返
り
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

帰
路
に
つ
い
た
バ
ス
は
、
一
部
懇

親
会
場
と
化
し
「
あ
っ
」
と
言
う
間

に
終
点
中
央
公
民
館
に
到
着
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
文
団
連
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
事
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た

皆
さ
ん
に
も
是
非
参
加
を
お
勧
め
し

た
い
で
す
。（副

会
長　

長
尾　

廣
光
）

　

４
月
26
日
㈯
午
後
４
時
か
ら
ホ
テ

ル
ハ
マ
ツ
に
於
い
て
、
各
種
団
体
約

90
名
出
席
の
も
と
令
和
７
年
度
文
団

連
総
会
等
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
「
令
和
７
年
度
文
団
連
文

化
栄
誉
賞
」の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

◆
個
人
の
部

　

○
佐
藤
睦
浩
【
音
楽
（
器
楽
）】

◆
団
体
の
部

　

○
梢
会
【
美
術
（
洋
画
）】

※
受
賞
者
詳
し
く
は
２
面
に
掲
載
。

　

令
和
７
年
度
の
文
団
連
総
会
は
髙

橋
正
好
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
さ

れ
、
斎
藤
和
夫
副
会
長
の
開
会
の
言

葉
で
開
始
。
国
分
重
信
会
長
が
「
今

年
度
か
ら
文
団
連
事
務
局
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
２
年
毎
に
刷
新
す
る

事
に
な
る
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
次
い

で
髙
橋
正
好
事
務
局
長
か
ら
退
会
団

体
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
山
本
恭
子
（
郡
山
お

か
あ
さ
ん
合
唱
連
盟
）
さ
ん
を
選
出

し
議
事
に
入
り
、
近
藤
チ
ヨ
事
務
局

次
長
に
よ
り
令
和
６
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
と
、
橋
本
盛

江
（
劇
団
沙
羅
）
さ
ん
か
ら
会
計
監

査
報
告
が
あ
り
一
括
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
「
創
立
70
周
年
記
念
事

業
並
び
に
決
算
報
告
・
同
会
計
監
査

報
告
が
な
さ
れ
、
令
和
７
年
度
事
業

計
画
・
予
算
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
髙
橋
正
好
事
務

局
長
か
ら
新
役
員
案
が
出
さ
れ
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員

紹
介
が
有
り
、
春
山
秀
城
新
会
長

が
「
色
々
あ
り
ま
し
て
突
然
で
す
が

再
び
会
長
を
お
引
き
受
け
致
し
ま
し

た
。
一
年
目
は
新
事
務
局
体
制
を

し
っ
か
り
さ
せ
ま
す
。
二
年
目
は
現

代
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
合
っ
た
手
法
を

取
り
入
れ
て
参
り
ま
す
。
し
か
し

ネ
ッ
ト
対
応
が
難
し
い
方
に
も
合
わ

せ
、
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
会
員
の

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
挨
拶
。
菅
野
和
子
副
会

長
の
閉
会
の
言
葉
で
総
会
は
終
了
致

し
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
懇
親
会
に
入

り
、
髙
橋
正
好
事
務
局
長
の
司
会
、

戸
井
田
楽
桜
副
会
長
の
開
会
の
言
葉

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

26
日
が
市
長
と
し
て
最
後
の
仕
事

と
し
て
ご
来
賓
の
品
川
萬
里
市
長

が
「
最
後
の
仕
事
と
し
て
御
世
話
に

な
っ
た
文
団
連
さ
ん
で
ご
挨
拶
さ
せ

て
戴
き
ま
す
事
は
嬉
し
く
思
い
ま

す
。」
等
と
ご
挨
拶
、
最
後
に
「
市

長
生
活
12
年
の
思
い
出
と
将
来
へ
の

期
待
を
長
く
さ
せ
て
戴
き
文
団
連
の

皆
様
へ
の
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
戴

き
ま
す
。」
等
と
ご
挨
拶
。
次
に
佐

藤
政
喜
郡
山
市
議
会
議
長
が
「
文
団

連
の
皆
様
に
多
く
の
文
化
芸
術
を
市

民
の
皆
様
の
心
に
潤
い
を
与
え
て
戴

き
ま
す
様
、ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」

等
と
ご
挨
拶
を
戴
き
、
次
い
で
国
分

重
信
新
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り

懇
親
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

ご
来
賓
と
し
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光

部
の
橋
本
徹
課
長
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

理
事
会
員
間
の
歓
談
が
和
や
か
に

進
み
、
山
本
恭
子
新
副
会
長
の
中
締

め
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

小野義明教育長

佐藤政喜市議会議長

挨拶される品川市長

　

去
る
６
月
27
日
㈮
定
刻
に
中
央
公

民
館
を
出
発
し
た
バ
ス
は
一
路
茨
城

県
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
は
、
院
展
が
開
催

さ
れ
て
い
る
天
心
記
念
「
五
浦
美
術

館
」
で
す
。（
こ
こ
地
元
で
は
「
い

づ
ら
」と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
）

日
本
美
術
院
再
興
109
回
院
展
の
全
国

巡
回
の
最
後
を
飾
る
五
浦
展
で
は
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
同
人
の
作
品
を

始
め
約
60
点
の
大
作
が
ず
ら
り
と
並

び
、
多
く
の
美
術
愛
好
家
の
眼
を
楽

し
ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。
私
達
も
い

づ
ら
美
術
館
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
し

た
後
は
日
立
南
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
へ
と

向
か
い
、
昼
食
の
海
鮮
丼
に
舌
鼓
を

う
ち
会
話
も
弾
み
楽
し
い
親
睦
の
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

編

集

雑

記

　

こ
の
度
新
た
に
編
集
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
私
の
他
の
編
集

委
員
は
、
３
人
お
り
ま
す
が
未
経

験
者
ば
か
り
で
す
。
長
尾
廣
光
氏

（
副
会
長
）・
酒
井
な
み
氏
（
常
任

理
事
）・
本
田
剛
氏
（
事
務
局
長
）

で
、
何
と
か
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
文
団
連
ニ
ュ
ー
ス
」
は
一
昨

年
か
ら
年
２
回
の
発
行
と
な
り
、

特
に
こ
の
後
の
105
号
に
は
、
文
化

祭
や
邦
楽
の
祭
典
や
洋
舞
の
祭
典

等
の
主
催
事
業
が
目
白
押
し
で
、

他
に
郡
山
市
長
を
御
招
き
し
て
の

新
春
交
流
会
が
あ
り
、
写
真
や
原

稿
が
と
て
も
難
し
く
苦
労
の
連
続

に
な
り
ま
す
。
そ
の
様
な
中
で
文

化
の
日
を
中
心
と
し
た
各
受
賞
者

を
氏
名
だ
け
の
扱
い
に
な
る
の
が

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
予
算
縮
小

と
編
集
委
員
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
の
奮
闘
ぶ
り
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。　
　
　
　
（
戸
井
田
楽
桜
）

事
務
局
だ
よ
り

　

令
和
７
年
４
月
26
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
理
事
会
（
総
会
）
に
お
い
て

令
和
７
年
度
の
郡
山
市
文
団
連
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
も
今

年
度
か
ら
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
事
務
局
の
髙
橋
正
好
事
務
局
長
、

近
藤
チ
ヨ
事
務
局
次
長
、
事
務
局
員

の
菅
原
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
文
団

連
の
運
営
に
ご
尽
力
戴
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
事
務
局
は
、
原
則
と
し
て
２

年
毎
に
各
分
野
が
交
替
で
担
当
す
る

事
と
な
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
と
８

年
度
は
「
文
学
」「
音
楽
」
部
門
が
担

当
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
改
め
て
新
事
務
局
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。写
真
の
右
か
ら
順
に
、

◎
事
務
局
長
本
田
剛
（
郡
山
市
民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
）
◎
事
務
局
次
長
〔
広
報
〕

菊
池
威
男（
郡
山
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

◎
事
務
局
次
長〔
事
業
〕酒
井
裕
子（
琴

城
流
大
正
琴
振
興
会
琴
聖
会
）
◎
事

務
局
次
長
〔
会
計
〕
采
女
紀
子
（
郡
山

市
お
母
さ
ん
合
唱
連
盟
）
の
皆
さ
ん
、

分
か
ら
な
い
事
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の

事
務
局
の
よ
う
に
円
滑
に
進
め
ら
れ

な
い
場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
文
化
祭
も
開
幕
し
、
来
年
１

月
ま
で
、
多
方
面
で
素
晴
ら
し
い
文
化

活
動
が
展
開
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
身
体
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
皆
様
と
と
も
に
充
実
し
た
文
化

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
事
務
局
長　

本
田　

剛
）

令
和
７
年
度　
「
研
修
旅
行
」紀
行
記
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令
和
７
年
度 

郡
山
市
文
団
連
表
彰

（
第
42
回
文
化
栄
誉
賞
）受
賞
者
の
皆
さ
ん

個
　
　
人

◎ 

佐
藤
　
睦
浩	
（
写
真
右
）

【
音
楽
（
器
楽
）】

　

郡
山
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団
長
、

ビ
オ
ラ
奏
者

　

９
歳
よ
り
バ
イ
オ
リ
ン
を
故
渡
辺

栄
治
氏
（
元
郡
山
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
常
任
指
揮
者
）
に
師
事
、
昭
和
50

年
郡
山
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団
以

来
、
現
在
ま
で
途
中
の
６
年
間
を
除

い
て
44
年
間
在
籍
し
て
い
る
。
そ
の

間
、
団
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
と
し
て

運
営
に
関
わ
り
平
成
24
年
か
ら
団
長

に
就
任
し
、
年
２
回
の
定
期
演
奏
会

や
郡
山
商
工
会
議
所
の
賀
詞
交
歓

会
、
管
弦
打
楽
器
奏
法
講
習
会
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音

楽
を
地
域
に
広
げ
、
音
楽
文
化
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

団
　
　
体

◎ 

梢
会	

（
写
真
左
）

【
美
術
（
洋
画
）】

代
表
者　

渡
辺　

貞
行

　

当
団
体
は
、
昭
和
45
年
に
創
設
さ

れ
、
初
心
者
や
既
に
絵
画
制
作
活
動

を
行
っ
て
い
る
者
が
参
加
し
会
員
同

士
が
親
睦
を
深
め
、
制
作
活
動
等
を

高
め
合
う
事
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
。
毎
月
２
回
の
例
会
を
主
に
、
モ

デ
ル
を
お
呼
び
し
絵
画
制
作
や
デ
ッ

サ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
１

回
梢
会
展
を
開
催
し
会
員
の
力
作
を

展
示
し
て
多
く
の
美
術
愛
好
者
の
鑑

賞
に
応
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
美
術
展
や
県
美
術

展
な
ど
の
ほ
か
、
会
員
の
中
に
は
中

央
の
公
募
展
に
出
品
す
る
な
ど
し
て

技
術
の
向
上
を
図
り
本
市
の
美
術
文

化
の
向
上
と
美
術
愛
好
者
の
普
及
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

先
の
９
月
７
日
㈰
矢
吹
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
第
64
回
福
島
県
芸
術
祭
開
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
文
化
の
輪
伝
統
の
光
を
未
来
へ

in
や
ぶ
き
」で
す
。

　

塙
祭
り
ば
や
し
保
存
会
の
息
の
合
っ
た
素
晴
ら
し

い
演
奏
が
開
幕
を
彩
り
、続
い
て
11
団
体
が
伝
統
芸
能

や
舞
踊
や
ジ
ャ
ズ
演

奏
な
ど
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
民
謡
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
の
所
属
し
て
い
る

福
島
県
民
謡
連
盟

が
、翌
週
９
月
14
日

㈰
に
福
島
県
芸
術

祭
主
催
行
事
と
し
て
、第
39
回「
ふ
く
し
ま
民
謡
の
つ

ど
い
２
０
２
５
」を
同
じ
矢
吹
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
民
謡
連
盟
は
、い
わ
き
・
相
双
・
県
北
・

会
津
・
県
中
県
南
の
５
支
部
で
組
織
さ
れ
、福
島
県

芸
術
祭
重
点
地
区
の
開
催
地
の
支
部
が
主
管
と
な
り

毎
年
開
催
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
御
蔭
さ
ま
で

今
年
も
多
く
の
民
謡
愛
好
家
が
集
い
親
睦
を
深
め
盛

況
に
終
え
る
事
が
出
来
安
堵
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
数
年
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り

（
あ
る
支
部
で
は
平
均
年
齢
が
83
歳
と
か
）支
部
単
独

に
よ
る
開
催
が
難

し
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
も
事
実
で

す
。
後
継
者
を
育

成
し
未
来
へ
つ
な

い
で
い
き
た
い
の

で
す
が
、そ
れ
に

は
時
間
も
か
か
り

課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
開
催
に
は
会
場
費
や
駐
車
場
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。
数
年
後
郡
山
市
が
重
点
地
区
に
な
っ
た
場
合
、

私
達
が
誇
る
郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
は

予
算
的
に
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
化
都
市
郡

山
、何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

三
絃
　
廣
　
光
　
会

長
　
尾
　
廣
　
光

民
謡
の
文
化
を
未
来
へ

心のノートから

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

楽
四
重
奏
が
開
催
。
１
ST
バ
イ

オ
リ
ン
田
中
洋
子
さ
ん
２
ND
バ

イ
オ
リ
ン
石
川
仁
保
さ
ん
ビ
オ

ラ
佐
藤
佳
子
さ
ん
チ
ェ
ロ
遠
藤

美
歩
さ
ん
の
演
奏
は
、
豊
か
な

表
現
力
で
素
晴
ら
し
い
音
域
の

幅
の
広
さ
に
感
動
し
、
心
が
豊

か
に
な
っ
た
１
日
で
し
た
。

　

最
後
は
長
尾
廣
光
副
実
行
委

員
長
の
閉
会
の
言
葉
で
開
幕
式

を
閉
じ
ま
し
た
。

（
常
任
理
事　

酒
井　

な
み
）

事
務
局
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て

い
き
た
い
。

３
．
事
業
（
会
議
・
視
察
研
修
・

記
念
誌
・
文
団
連
会
費
）
を

見
直
し
、
事
務
局
員
の
待
遇

を
改
善
し
た
い
。

４
．
早
い
時
期
に
、
若
い
次
期
会

長
を
選
出
し
た
い
。

　

何
を
決
め
る
に
も
、
会
員
の
皆

様
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
第
77
回
郡
山
市
民
文

化
祭
開
幕
式
が
、
７
月
27
日
㈰
午
後

２
時
か
ら
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
、
一
般
市
民
や
文
団
連
加
盟

団
体
会
員
等
約
130
名
が
一
堂
に
会
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
実
行
委
員
会
本
田
剛
事
務

局
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
開
会

の
言
葉
を
山
本
恭
子
副
実
行
委
員
長

が
行
い
春
山
秀
城
実
行
委
員
長
が

「
主
催
行
事
と
し
て
《
郡
山
市
民
文

化
祭
開
幕
式
》
や
《
こ
お
り
や
ま
邦

楽
の
祭
典
》《
郡
山
市
総
合
美
術
展
》

そ
し
て
今
年
の
新
規
事
業
と
し
て

《
こ
お
り
や
ま
洋
舞
の
祭
典
》
の
４

主
催
行
事
、
そ
し
て
104
団
体
に
よ
る

参
加
行
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
皆
様

の
日
頃
の
成
果
が
実
を
結
び
ま
す
よ

う
ご
期
待
も
う
し
あ
げ
ま
す
。」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
御
来
賓
の
郡
山
市
教
育
委

員
会
の
早
㟢
保
夫
教
育
長
が
、「
郡

山
市
民
文
化
祭
は
昭
和
21
年
に
初
め

て
開
催
さ
れ
今
年
で
77
回
を
迎
え
ま

す
。
多
く
の
参
加
行
事
が
本
市
の
文

化
芸
術
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
皆
様
の
ご
尽
力
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。
本
市
で
は
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
共
に
学
び
共
に
育

む
未
来
を
拓
く
教
育
の
創
造
」
を
基

本
理
念
に
挙
げ
郡
山
の
教
育
を
促
進

し
、
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
を
図
り

「
選
ば
れ
る
ま
ち
郡
山
」
を
合
言
葉

に
輝
く
郡
山
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

文
化
祭
の
成
功
を
心
か
ら
ご
祈
念
し

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。」

と
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
郡
山
市
民
の
歌
」
を
全

員
で
声
高
ら
か
に
歌
い
、「
開
幕
宣

言
」
を
戸
井
田
楽
桜
副
実
行
委
員
長

が
は
つ
ら
つ
と
宣
言
。

　

つ
い
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

「
カ
ル
テ
ッ
ト
ア
ミ
ー
」
に
よ
る
弦

　

令
和
７
年
８
月
27
日
に
、
４
月
の

市
長
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
、
椎
根
健

雄
市
長
を
春
山
秀
城
会
長
・
国
分
重

信
顧
問
・
髙
橋
正
好
参
与
・
折
笠
光

助
副
会
長
・
戸
井
田
楽
桜
副
会
長
・

山
本
恭
子
副
会
長
・
長
尾
廣
光
副
会

長
・
本
田
剛
事
務
局
長
の
８
人
で
表

敬
訪
問
し
た
。
郡
山
市
か
ら
は
椎
根

健
雄
市
長
・
宍
戸
秀
明
文
化
ス
ポ
ー

ツ
観
光
部
長
・
橋
本
徹
文
化
ス
ポ
ー

ツ
観
光
部
文
化
振
興
課
長
が
出
席
さ

れ
た
。

　

表
敬
訪
問
は
新
市
長
が
誕
生
や
文

団
連
会
長
が
代
わ
る
度
実
施
し
て
郡

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
度
の
総
会

に
お
い
て
、
会
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。

　

私
は
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１
６

年
ま
で
４
年
間
、
す
で
に
会
長
を

経
験
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
二

期
目
の
会
長
と
云
う
事
に
な
り
ま

す
が
、
前
例
も
な
い
し
、
こ
の
よ

う
な
日
が
来
る
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

郡
山
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

は
県
内
有
数
の
団
体
で
あ
り
、
そ

の
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

椎
根
市
長
表
敬
訪
問

山
市
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

会
議
は
遠
藤
敦
文
化
振
興
課
総
務

管
理
係
長
の
司
会
進
行
で
行
わ
れ
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
春
山

会
長
や
髙
橋
参
与
等
か
ら
、
新
春
交

流
会
・
理
事
会
総
会
等
へ
の
御
出
席

の
要
望
・
依
頼
等
を
お
願
い
し
た
。

郡
山
市
か
ら
は
「
郡
山
市
の
文
化
発

展
の
為
ご
尽
力
下
さ
い
ま
す
様
お
願

い
致
し
ま
す
。」
等
の
ご
意
見
を
戴

き
ま
し
た
。
最
後
玄
関
ホ
ー
ル
迄
お

送
り
戴
き
恐
縮
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
事
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
、
今
で

も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
誰
か
が
担
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
組
織
で
あ
り
、
流
れ
の

中
で
又
こ
の
よ
う
な
機
会
が
訪
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
改
め
て
自
分

に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ
と
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

と
い
っ
て
も
一
人
の
人
間
が
出

来
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
役
員
・
理
事
・
事
務
局
の

方
々
に
は
、小
生
と
共
に
見
る
目
、

聞
く
耳
、
感
ず
る
心
と
な
っ
て
、

広
い
分
野
で
の
情
報
収
集
に
努
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
身

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
、先
輩
方
の
実
績
・
傾
向
・

対
策
に
敬
意
を
表
し
、
性
急
な
改

変
を
控
え
、
確
実
に
歩
む
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
二
期
目
と
し
て
の
宿
題

を
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

１
．
新
し
く
な
っ
た
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
型
事
務
局
の
推
移
に

注
目
し
た
い
。

２
．
通
信
業
務
を
従
来
の
ア
ナ
ロ

グ
的
手
段
も
残
し
な
が
ら
、

第
77
回 

郡
山
市
民
文
化
祭
開
幕
式

早㟢保夫
教育長

郡
山
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

会
長　

春
山　

秀
城


